
設定

アカウント



設定  ページ  (ダッシュボード  → 設定 )
では、アカウントとライセンス情報の概要を確認できるほか、請求管理、プラットフォーム設定（ Android
Management および  Apple Management）、およびオプションのディレクトリ /
トークン連携を管理するための操作が行えます。

ライセンスの 期限が切れそう 、 期限切れ 、または 終了
になった場合、ページの上部に目立つバナーが表示されます。サブスクリプションの状態に応じて、
請求を管理 のアクション（ Stripe カスタマーポータル）または ライセンスを購入
のアクションが表示されます。

エンタープライズマネージャーのアクセス権
カードは、マルチテナンシーアカウント（マネージドサービスプロバイダーなど）が管理する企業でのみ表
示されます。どのマネージャーアカウントが企業を操作できるかを確認し、そのアクセス権を管理できます
。

カードには次の内容が表示されます :

企業の オーナー 。オーナーは常にアクセス権を持ち、そのアクセス権は取り消せません。
マルチテナンシーアカウントの各マネージャーアカウント。 メインマネージャー または
サブアカウント として表示され、名前、ユーザー名、アクセス状態（ 付与済み 、 取り消し済み 、
未付与 ）が示されます。

設定

ライセンスバナー（期限切れ間近  /
期限切れ）

ライセンスの期限が切れると、アカウントの機能はデバイスの登録解除のみに制限されます。猶予期
間が経過すると、アカウントが解約される場合があり、デバイスは自動的に登録解除される可能性が
あります。

エンタープライズマネージャーのアク
セス権



付与 を使用すると、マネージャーアカウントが企業にアクセスして管理できるようになり、 取り消し
を使用するとそのアクセス権を削除できます。各操作には確認が必要です。アクセス権を取り消されたマネ
ージャーは、作業中であっても企業を操作できなくなります。

企業の管理者は、一覧に表示されているどのマネージャーアカウントにもアクセス権を付与または
取り消すことができます。
メインマネージャーは、自身のアクセス権が付与されている間に限り、自分のサブアカウントにア
クセス権を付与または取り消すことができます。自分自身にアクセス権を付与することや、自分の
アクセス権を取り消すことはできません。

アカウント情報  カードには、読み取り専用のフィールドが表示されます。

ユーザー名
企業名
企業 ID

Google、 Apple、または Microsoftでサインインしていない場合、カードには  パスワードの変更
アクションも表示されます。これをクリックすると、パスワード変更フローを続行するためのダイアログが
開きます。

上部ツールバーのユーザーメニューにある パスワードの変更
から、いつでもパスワードを変更することもできます。マルチテナンシーアカウントは、企業に入らなくて
もパスワードを変更できるため便利です。

アクセス権の付与と取り消し

メインマネージャー
のアクセス権を取り消すと、そのすべてのサブアカウントのアクセス権も取り消されます。この場合
、確認ダイアログにアクセス権を失うサブアカウントが表示されます。

アカウント情報

パスワードの変更

管理者がアカウントを作成した場合やパスワードをリセットした場合は、一時パスワードでサインイ
ンし、続行する前に新しいパスワードを設定する必要があります。



ライセンス情報
カードには、現在のライセンスの状態とデバイスの制限数が表示されます。また、営業担当への問い合わせ
、請求管理、またはライセンス購入のためのアクションも用意されています。

ライセンスの状態 : 有効  または  期限切れ
として表示されます（アイコンバッジとツールチップ付き）。
フリートライアル : アカウントが現在トライアルモードの場合に表示されます。
ライセンス済みデバイス数 : ライセンスによって許可されている最大デバイス数です。
デバイスが足りませんか？
のリンクをクリックすると、サポートへの問い合わせメッセージが開きます。
次回の更新予定日 :
自動更新される有効なサブスクリプションの場合に表示されます。それ以外の場合は、カードに
有効期限 が表示されます。

Android Management カードには、お客様の企業の  Android Management
のステータスが表示されます。 Android Management
がまだ設定されていない場合、このカードにはセットアップフローを開始する  Android Management
のセットアップ  アクションが表示されます。

Android Management が設定されている場合、カードには以下の内容が表示されることがあります。

管理 ID
バインディングタイプ : エンタープライズが  管理対象  Google Play アカウント  または
管理対象  Google ドメイン  を使用しているかを識別します。
Google Workspace との同期済み  （ディレクトリ同期が有効な場合にバッジが表示されます）
Google Workspace との同期  (
ディレクトリ同期が設定されていない場合に表示されます。クリックすると、ページ下部の説明パ
ネルが開きます )

Android Management は、 管理対象  Google Play アカウント  または  管理対象  Google ドメイン
のいずれかと関連付けることができます。 バインディングタイプ
フィールドには、現在どのオプションがエンタープライズに関連付けられているかが表示されます。

ライセンス情報

Android Management

設定済みステータス

Android Enterprise バインディング



管理対象  Google Play アカウント  は、軽量な  Android Enterprise アカウントです。 Cerberus
Enterprise を通じて  Android デバイスやアプリを管理するのに適していますが、 Google Workspace や
Cloud Identity の組織とは別個のものです。管理対象  Google ドメインで利用可能な、 Google
による一元的な管理機能は提供されません。

管理対象  Google ドメイン  は、 Android Enterprise を組織の  Google ID と関連付けます。 IT 管理者は、
Cerberus Enterprise で  Android アプリやポリシーの管理を継続しながら、 Google 管理コンソールから
Google Workspace、 Cloud Identity、 Gemini などの  Google 製品を管理できます。これにより、 Android
管理へのより合理化された統合的なアプローチが提供され、 Google Workspace
ベースの登録およびユーザー管理ワークフローが可能になります。

エンタープライズが管理対象  Google Play アカウントを使用している場合、設定カードには  管理対象
Google ドメインへのアップグレード
と情報アクションが表示されます。アップグレードを実行すると、既存の  Android Enterprise
を管理対象ドメインに移行するための  Google のガイド付きプロセスが開きます。

Apple Device Management カードには、お客様の企業の  Apple デバイス管理  (MDM)
のステータスが表示されます。 Apple
管理がまだ設定されていない場合、このカードにはセットアップフローを開始する  Apple Management
のセットアップ  アクションが表示されます。

Apple 管理が設定されている場合、カードには以下の内容が表示されることがあります。

Apple ID
Apple Push 証明書の有効期限 :
有効期限とアイコンバッジが表示されます。証明書の期限が切れそうな場合、または期限が切れて
いる場合、バッジをクリックすると更新手順が表示されます。
ABM トークンの有効期限 : Apple Business Manager
トークンの有効期限が表示されます（対応が必要な場合は、クリック可能なバッジが表示されます
）。
VPP トークン : Apple Volume Purchase Program
トークンの組織名と有効期限が表示されます（対応が必要な場合は、クリック可能なバッジが表示
されます）。

アップグレード中に、 Google は、お客様の勤務先メールアドレスに関連付けられている既存の
Google 管理アカウントをバインドするか、新しい無料の  Google
管理アカウントを自動的に作成できます。 Google のガイド付きセットアップを進めるには、
name@enterprise.com のような勤務先メールアドレスを使用してください。

Apple Device Management

設定済みステータス



Apple Business Manager ポータル : ABM トークンが存在する場合に表示されるリンクです。
Apple Business Manager との同期  および  Apple Volume Purchase Program
との同期 : トークンが不足している場合に表示されます。

環境設定とプライバシー
カードには、マーケティング設定の切り替えスイッチと、利用規約およびプライバシーポリシーへのリンク
が含まれています。変更を適用するには  設定を保存
を使用してください（保存中は進行状況インジケーターが表示されます）。

アカウントでサブスクリプションが有効な場合、ページに  フィードバックを送信
カードが表示され、以下のリンクが含まれることがあります : 機能のリクエストを行う
および外部のレビュープラットフォーム。

ページの下部には、現在の状態（例えば証明書やトークンが不足している場合、または期限が切れそうな場
合など）に応じて、展開可能な手順パネルが表示されることがあります。

APNs 証明書の期限が切れそうな場合、または期限が切れている場合、 CSR のダウンロード、 Apple
ポータルでの証明書の更新、および  Cerberus Enterprise
への新しい証明書のアップロード手順が記載されたパネルが表示されます。

Apple 管理には  APNs 証明書のセットアップが必要です。必要に応じて、 Apple Management

のセットアップ  (APNs) を参照してください。

環境設定とプライバシー

フィードバックを送信

インラインのセットアップおよび更新
手順

Apple Push 証明書  (APNs) の更新

Apple Business Manager (ABM) との同期

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/apple-apns
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/apple-apns


ABM トークンが不足している、期限切れ、または期限が切れそうな場合、ページには  Apple Business
Manager からトークンをダウンロードして  Cerberus Enterprise
にアップロードする手順が記載されたパネルが表示されます。

VPP トークンが不足している、期限切れ、または期限が切れそうな場合、ページには  Apple Business
Manager からコンテンツ  トークンをダウンロードして  Cerberus Enterprise
にアップロードする手順が記載されたパネルが表示されます。

Google Workspace
のディレクトリ同期が設定されていない場合、ページには連携方法を説明するパネルと承認ボタンが表示さ
れます。また、必要な  Google OAuth スコープもリストされています :
https://www.googleapis.com/auth/admin.directory.user.readonly。

Apple Volume Purchase Program (VPP)
との同期

Google Workspace との同期

初回の  Android セットアップについては、 Android Management のセットアップ
を参照してください。

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/android-FxY

